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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

所管
室課

事業名

179
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

社会教育委員会議開催数
令和３年度…２回、令和２年度…２回、令和元年度…６回 決算額　(千円) 187

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　これまで市民の学ぶ機会の提供については、対面
型を中心に実施した。令和３年度はコロナ禍により
定員の削減等の対策を講じて事業を実施した。一部
の事業については、オンラインを活用した講座を実
施したが運用方法を含めた環境整備が今後の課題だ
と考える。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

まなびの支援課 事業名 地域教育総務事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　本市の社会教育行政を推進するため、社会教育法
に基づいて社会教育委員会議を開催し、各室課の所
管事業や第３次生涯学習計画の進捗状況等について
審議を行っている。また、社会教育の振興をはかる
ため、時代の変化と社会のニーズに応じた社会教育
の在り方について研究協議を行う社会教育研究大会
に参加している。令和２年度、令和３年度にはコロ
ナ禍で会議の回数が大幅に減ったことにより、意見
の聴収が難しい面が見られた。コロナ禍でも開催可
能な会議のあり方などを検討する必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の比率（％） 99.8 99.8 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

生涯学習推進本部、生涯学習吹田市民大学、生涯学習講座等、小・中学校教室開放、夢と希望を広げる出会い

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

生涯学習に関する各種講座の開催、生涯学習関連情報を掲載した冊子等を発行している。
・生涯学習吹田市民大学開催回数（大学連携講座）
令和３年度…11回、令和２年度…０回、令和元年度…14回
・生涯学習吹田市民大学開催回数（特別講座）
令和３年度…２回、令和２年度…０回、令和元年度…11回
・生涯学習講座等　子育て教室開催回数
令和３年度…５回、令和２年度…４回、令和元年度…３回
・小・中学校教室開放利用回数
令和３年度…136回、令和２年度…118回、令和元年度…272回

生涯学習推進本部　生涯学習施設ガイド「ひろがれ」の発行

決算額　(千円) 7,832

事業概要

地域教育総務

管理事業 生涯学習事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

まなびの支援課 事業名 生涯学習事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 441 施策 生涯学習活動の支援

9,548
※課題があるものは■
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